
おきなわの麻しん･風しん対策
■はしか“０”プロジェクトについて

■観光客の増加と国際的イベントの対策について
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はしか“０”ゼロ

プロジェクトとは？



麻疹  年次別患者発生状況の推移
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沖縄県における麻疹流行（1998-2007）

患者 2034人

死者 8人

患者 1565人

死者 1人



1998-2001年に沖縄県では麻疹が流行し
９人の小児が亡くなりました。

年 齢 性別 接種歴 死亡時期 管内別

１ ０才児 （11ヶ月） 女 無 平成11年３月 （肺炎・脳炎） 石川

２ ０才児（11ヶ月） 男 無 平成11年４月 （重症肺炎） コザ

３ １才児 （12ヶ月） 男 無 平成11年４月 （間質性肺炎） 石川

４ １才児 （14ヶ月） 男 無 平成10年10月 （間質性肺炎） コザ

５ ２才児 （32ヶ月） 女 無 平成10年11月 （間質性肺炎） コザ

６ ３才児 （44ヶ月） 男 無 （肺炎・脳炎） 石川

７ １才児 （13ヶ月） 男 無 （重症肺炎） 石川

８ ０才児 （９ヶ月） 女 無 （重症肺炎） 中央

9 ０才児 （９ヶ月） 女 無 平成13年４月 （間質性肺炎） 南部
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「はしか」という病気は現代でも非常に恐ろし
い病気ですが、予防は可能です。
もしもあの時沖縄で、多くの人が予防接種を受
けてさえいれば悲劇は防げたかもしれない
という思いから、沖縄県内の小児科医、公衆衛
生関係者、保健師がはしか根絶に向かって
平成13年4月に
「沖縄県はしか“０”プロジェクト」
を立ち上げました。

はしか“０”プロジェクトについて



はしか“０”プロジェクト委員会

医師会（小児科、内科）

県（本庁、保健所、衛生研究所）

市町村、小児保健協会

看護協会、保育協会など

アドバイザー: 感染研

委員：約40名

必要に応じて年間2～3回開催。



■予防接種率アップ対策
体制整備：広域化、無料化、個別接種化、マスコミとの連携
接種勧奨：通知方法、啓発、予防接種週間設定
未接種時対策：再通知の徹底、母子保健推進員との連携
研修：関係者への研修、ワクチン業者との情報交換
調査・研究：保護者への意識調査、各所の取り組み など

■発生時対策（まん延防止）
はしか疑い発生：迅速で正確な麻疹全数把握システムの構築
流行時対策：追跡調査、感受性者対策
情報の共有化：情報ネットワーク（メーリングリスト）の構築

など

はしか“ゼロ”を目指して
プロジェクト２大対策



これまでの動き

はしかの流行で8名の乳幼児が死亡。
その流行の再、地域の保健所、市町村、小児科医などの関係者が県立中部病

院のはしか病棟を視察。

視察の時点で4台の人工呼吸器が稼動している状況に一同は大きなショックを
受け、はしか対策の重要性を再認識する。

平成11年 旧具志川市（現うるま市）において満6ヶ月以上の乳児に対してはしかワクチ
ンを公費で接種。

平成12年～13年 再びはしか流行、さらに1名が死亡。

平成12年4月 市民公開セミナー「はしか“0”を目指して」を開催。
平成13年4月 沖縄県はしか“0”プロジェクト委員会、発足。
平成13年11月 行動計画書策定 → 県知事へ要請文とともに提出。
平成14年5月 はしか“0”キャンペーン週間の開催（以後毎年5月に開催）
平成15年1月 麻しん全数把握制度の実施。

平成15年9月 那覇市「五者会議」開催

平成15年10月 麻しん発生時対応ガイドラインの施行。

平成17年 全数把握制度において「年間患者ゼロ」を達成。

麻しん全数把握制度の改訂。

麻しん発生時対応ガイドラインを改訂。

平成25年 風しんが全国的に大流行。沖縄でも52件発生。

平成26年 キャンペーンに風しんを加え、「はしか・風しん“０”キャンペーン」を実施。

平成10年～11年

平成20年1月
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はしか・風しん“０”キャンペーン週間
平成14年より毎年5月母の日に実施 －はしかを忘れない週間－
唯一沖縄県だけの週間？
イベントを開催しながら、チラシの配布
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麻しん全数
把握事業

・全数把握（定点医療機関 + 定点以外の医療機関）

・患者の発生を「疑いの段階」で報告

・全ての症例でPCR検査を実施

・メーリングリストの活用
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2015年度 麻しん風疹ワクチン（MRワクチン）接種率全国集計表

MR1期(H27)
全国平均 ９６．２

沖縄県 ９２．６
全国ワースト１位
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沖縄県の課題
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2015年度 麻しん風疹ワクチン（MRワクチン）接種率市町村別集計表

市町村名 1期接種率 2期接種率 市町村名 1期接種率 2期接種率

渡名喜村 #DIV/0! 100.0% 22 沖縄市 92.4% 89.5%

1 中城村 104.6% 84.7% 23 名護市 92.2% 86.4%

2 与那原町 103.6% 96.5% 24 宮古島市 91.5% 95.6%

3 恩納村 101.1% 91.6% 25 浦添市 90.6% 89.9%

4 豊見城市 100.1% 88.0% 26 那覇市 90.5% 90.1%

伊平屋村 100.0% 107.1% 27 糸満市 90.3% 86.4%

渡嘉敷村 100.0% 100.0% 28 嘉手納町 89.5% 87.6%

座間味村 100.0% 100.0% 29 本部町 89.4% 83.6%

粟国村 100.0% 100.0% 30 伊是名村 88.2% 100.0%

南大東村 100.0% 100.0% 31 久米島町 83.3% 89.7%

北大東村 100.0% 100.0% 32 伊江村 82.1% 92.6%

大宜味村 100.0% 91.3% 33 今帰仁村 81.2% 82.0%

与那国町 100.0% 85.0% 34 南風原町 81.1% 91.5%

13 うるま市 99.5% 90.1% 35 多良間村 80.0% 100.0%

14 読谷村 97.7% 92.8% 36 宜野座村 77.3% 91.9%

15 西原町 97.6% 91.6% 37 金武町 76.5% 89.5%

16 南城市 95.8% 87.1% 38 北谷町 76.0% 87.6%

17 宜野湾市 94.7% 96.6% 39 国頭村 73.7% 81.3%

18 北中城村 94.1% 92.9% 40 東村 57.1% 75.0%

19 竹富町 93.8% 86.0%

20 八重瀬町 92.7% 89.7%

21 石垣市 92.6% 96.2%

県平均 92.6% 90.4%

5

16

毎年、市町村担当者研修会を開催し
ている。今年度は、麻しん対策につい
て講演予定。引き続き、接種率が低い
市町村への支援を実施する。



観光客の増加と

国際的イベント

の対策について



沖縄県の観光客数
の推移



県観光部局と協力して
インバウンド連絡会議に参加

■内 容：

4.観光業に関わる方に知ってほしい感染症について

■開催日時・場所

• 本島南部：平成29年6月14日(水) 
• 八 重 山 ：平成29年6月19日(月) 
• 宮 古：平成29年6月20日(火) ★
• 本島北部：平成29年6月21日(水)

麻しんの説明

観光業に関わる
方への予防接種
の必要性を訴え
る。



国際的イベントの対策

第６回世界のウチナーンチュ大会
【概要】

平成28年10月26日(前夜祭)から30日に、「第６
回世界のウチナーンチュ大会」が、海外から約
5,300名以上を迎え、那覇市内の会場を中心に開
催される。
（最終報告は26カ国約7,300人参加）

【強化サーベイランスの実施】
大会開催に伴い、常時行っているサーベイラン

スに一定期間強化するサーベイランスを加え、そ
の分析等の情報を関係機関に、迅速に共有する
ことにより、感染症等の異常な発生の早期探知、
並びに迅速な対応を行うことで、被害の拡大を防
ぐことを目的として、沖縄県内全域において「強化
サーベイランス」を実施した。



【内容】
• 強化疑似症サーベイランス
• 麻しん発生全数把握調査
• 学校欠席者情報収集システム
• 薬局サーベイランス
• 発生動向調査（週報）

【麻しん対策について】
昨年は、関西空港の集団発生事例等もあり、強化サーベイ

ランス実施の通知も兼ねて、医療機関へ麻しん発生全数把握
調査事業について、改めて疑い報告について周知ができた。
この間の麻しん疑い報告は3例あった。

また、学校サーベイランスにおいても、麻しんの入力が見ら
れた為、保健所は速やかに調査を行い、入力ミスであることを
把握した。学校関係者においても、麻しん対策について周知
ができた。



【まとめ】

今後も定期的に開催される世界のウチ
ナーンチュ大会や大規模なスポーツ大会と
いった国際的なイベントの開催、また、観光
客の増加や米軍基地の存在等、麻しんを
含む輸入感染症の発生リスクが大きい沖
縄県においての感染症対策は、市町村、医
療機関、学校等、県民が一丸となって引き
続き強化していかなければならない。

予防接種率の向上は、主な対策に位置づ
けている。



ご静聴ありがとうございました。


